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(54)【発明の名称】 有機ＥＬ素子および当該有機ＥＬ素子を利用した表示装置

(57)【要約】
【課題】  低価格の設備で製造できる有機ＥＬ素子を提
供すること。大幅な薄型化を達成できる表示装置を提供
すること。
【解決手段】  発光層３１をスクリーン印刷法によって
所定の発光パターン形状に形成するとともに、第２の電
極層４１をスクリーン印刷法で薄膜形状に形成した。ま
た、第１の電極層２１を、スクリーン印刷法で基板１１
上に薄膜を形成した後エッチング処理して所定の発光パ
ターン形状とし、発光層３１および第２の電極層４１を
スクリーン印刷法で薄膜形状に形成した。また、表示装
置１０Ａは、有機ＥＬ素子１０を備えるとともに、当該
有機ＥＬ素子１０の基板１１上にスイッチ部６０を設け
た。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  基板上に形成された第１の電極層と、こ
の第１の電極層とは逆極性の第２の電極層と、当該両電
極層間に介装された有機化合物からなる発光層とを有す
る有機ＥＬ素子であって、
前記発光層をスクリーン印刷法によって所定の発光パタ
ーン形状に形成するとともに、前記第２の電極層をスク
リーン印刷法で薄膜形状に形成したことを特徴とする有
機ＥＬ素子。
【請求項２】  基板上に形成された第１の電極層と、こ
の第１の電極層とは逆極性の第２の電極層と、当該両電
極層間に介装された有機化合物からなる発光層とを有す
る有機ＥＬ素子であって、
前記発光層をスクリーン印刷法で薄膜形状に形成すると
ともに、前記第２の電極層をスクリーン印刷法によって
所定の発光パターン形状に形成したことを特徴とする有
機ＥＬ素子。
【請求項３】  基板上に形成された第１の電極層と、こ
の第１の電極層とは逆極性の第２の電極層と、当該両電
極層間に介装された有機化合物からなる発光層とを有す
る有機ＥＬ素子であって、
前記第１の電極層をスクリーン印刷法によって所定の発
光パターン形状に形成するとともに、前記発光層および
前記第２の電極層をスクリーン印刷法で薄膜形状に形成
したことを特徴とする有機ＥＬ素子。
【請求項４】  基板上に形成された第１の電極層と、こ
の第１の電極層とは逆極性の第２の電極層と、当該両電
極層間に介装された有機化合物からなる発光層とを有す
る有機ＥＬ素子であって、
前記第１の電極層を、スクリーン印刷法で前記基板上に
薄膜を形成した後エッチング処理して所定の発光パター
ン形状とし、当該エッチング処理が、前記基板に形成さ
れた薄膜のエッチング予定部分上にスクリーン印刷法に
よって被剥離層を印刷し、この被剥離層を当該被剥離層
と接着した薄膜部分ごと前記基板から引き剥がすことに
より行われ、当該第１の電極層上に前記発光層がスクリ
ーン印刷法で薄膜形状に形成されるとともに、当該発光
層上に前記第２の電極層がスクリーン印刷法で薄膜形状
に形成されたことを特徴とする有機ＥＬ素子。
【請求項５】  基板上に形成された第１の電極層と、こ
の第１の電極層とは逆極性の第２の電極層と、当該両電
極層間に介装された有機化合物からなる発光層とを有す
る有機ＥＬ素子であって、
前記第１の電極層を、前記基板上に形成された導電性膜
をエッチング処理して所定の発光パターン形状とし、当
該エッチング処理が、前記基板上の導電性膜のエッチン
グ予定部分上にスクリーン印刷法によって被剥離層を印
刷し、この被剥離層を当該被剥離層と接着した導電性膜
部分ごと前記基板から引き剥がすことにより行われ、当
該第１の電極層上に前記発光層がスクリーン印刷法で薄*
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*膜形状に形成されるとともに、当該発光層上に前記第２
の電極層がスクリーン印刷法で薄膜形状に形成されたこ
とを特徴とする有機ＥＬ素子。
【請求項６】  請求項１から５までのいずれか１項に記
載の有機ＥＬ素子を備えるとともに、当該有機ＥＬ素子
の基板上にスイッチ部を設け、
このスイッチ部が、当該基板の所定領域上にスクリーン
印刷法によって印刷された薄膜形状の下部電極層と、こ
の下部電極層とスペーサを介して離隔するように設けら
れた合成樹脂製フィルムと、この合成樹脂製フィルムの
内面にスクリーン印刷法によって下部電極層と対向する
ように印刷された薄膜形状の上部電極層とを備え、下部
電極層と上部電極層とを接離することによって有機ＥＬ
素子への給電を制御するように構成された有機ＥＬ素子
を利用した表示装置。
【請求項７】  前記スイッチ部の下部電極層が、前記有
機ＥＬ素子の第１の電極層の一部を利用して形成された
請求項６記載の有機ＥＬ素子を利用した表示装置。
【請求項８】  請求項１から５までのいずれか１項に記
載の有機ＥＬ素子を備えるとともに、当該有機ＥＬ素子
用の透明または半透明のスイッチ部を備え、
このスイッチ部が、当該有機ＥＬ素子の第２の電極層上
にスクリーン印刷法によって印刷された薄膜形状の下部
電極層と、下部電極層とスペーサを介して離隔するよう
に設けられた合成樹脂製フィルムと、この合成樹脂製フ
ィルムの内面にスクリーン印刷法によって下部電極層と
対向するように印刷された薄膜形状の上部電極層とを備
え、下部電極層と上部電極層とを接離することによって
有機ＥＬ素子への給電を制御するように構成された有機
ＥＬ素子を利用した表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、有機ＥＬ素子およ
び当該有機ＥＬ素子を利用した表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機エレクトロルミネッセンス素子（有
機ＥＬ素子）は、外部から正孔と電子とを注入し、それ
らの再結合エネルギによって発光するものであり、無機
ＥＬ素子に比べて印加電圧を大幅に減少可能であるなど
の利点を有するため、現在活発に研究開発がなされてい
る。
【０００３】図１５に、有機ＥＬ素子の従来構成を示
す。
【０００４】図１５において、１１は基板である。基板
１１は、透明のガラスまたは合成樹脂製のフィルムから
形成されている。この基板１１上には、第１の電極層２
１Ｐが形成されている。第１の電極層２１Ｐは、陽極と
して使用されることが多く、例えば基板１１上にＩＴＯ
（インジウム・スズ酸化物）を真空蒸着法またはスパッ
タリング法によって成膜して形成される。
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【０００５】上記した第１の電極層２１Ｐ上には発光層
３１Ｐが形成されている。この発光層３１Ｐは、低分子
蛍光色素や金属錯体などの有機化合物を真空蒸着法等を
使用して成膜することにより形成されている。
【０００６】また、発光層３１Ｐ上には、第２の電極層
４１Ｐが形成されている。この第２の電極層４１Ｐは、
第１の電極層２１Ｐとは逆極性とされている。すなわ
ち、第１の電極層２１Ｐが陽極となる場合には、第２の
電極層４１Ｐは陰極となる。第２の電極層４１Ｐは、ア
ルミニウム等を真空蒸着法またはスパッタリング法によ
って成膜して形成されるのが一般的である。
【０００７】上記構成の有機ＥＬ素子では、電圧の印加
によって陽極（２１Ｐ）および陰極（４１Ｐ）から注入
された正孔および電子は、発光層３１Ｐにおいて再結合
し、その再結合によって発光層３１Ｐを励起状態に励起
する。しかして、発光層３１Ｐが励起状態から基底状態
に戻る際のエネルギ差が光として放出される。
【０００８】このように、有機ＥＬ素子は、薄膜の三層
（２１Ｐ，３１Ｐ，４１Ｐ）から形成されており自発光
するので、超薄型の発光素子として利用できる。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】ところで、上記した有
機ＥＬ素子を製造するには、極めて高価な真空蒸着装置
やスパッタリング装置を必要とするために設備コストが
嵩み、結果として当該素子も高価格となってしまうこと
になる。
【００１０】また、有機ＥＬ素子を表示装置に組み込む
場合、小型化等を図るために、当該素子の基板の一部に
スイッチ部が設けられることが多いが、スイッチ部も有
機ＥＬ素子と同様に薄型にして、表示装置全体の大幅な
薄型化を図ることが求められている。
【００１１】本発明の目的は、低価格の設備で製造でき
る有機ＥＬ素子を提供することにある。また、大幅な薄
型化を達成できる有機ＥＬを利用した表示装置を提供す
ることを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、請求項１の発明は、基板上に形成された第１の電極
層と、この第１の電極層とは逆極性の第２の電極層と、
当該両電極層間に介装された有機化合物からなる発光層
とを有する有機ＥＬ素子であって、前記発光層をスクリ
ーン印刷法によって所定の発光パターン形状に形成する
とともに、前記第２の電極層をスクリーン印刷法で薄膜
形状に形成した有機ＥＬ素子である。
【００１３】かかる請求項１の発明の場合、スクリーン
印刷法による発光層の形成は、例えば次のように行われ
る。まず、メッシュ状のスクリーン上に、発光パターン
に対応した画像を形成して印刷用ペーストの通る部分
（印刷用ペースト通し部分）と通らない部分（印刷用ペ
ースト不通部分）とをつくって版とする。印刷用ペース
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トとしては、例えば高分子蛍光体を主成分とするペース
トが選定できる。
【００１４】次に、上記した版上に印刷用ペーストを乗
せ、スキージを用いて当該版の印刷用ペースト通し部分
から印刷用ペーストを押し出して、印刷対象物（第１の
電極層）に印刷層を形成する。この第１の電極層上の印
刷層が発光層となる。
【００１５】同様に、スクリーン印刷法による第２の電
極層の形成は、次のように行われる。すなわち、スクリ
ーン上に、発光層を覆えるような画像を形成して印刷用
ペースト通し部分と印刷用ペースト不通部分とをつくっ
て版とする。印刷用ペーストとしては、例えばアルミニ
ウムを主成分とするペーストが選定できる。
【００１６】次に、上記した版上に印刷用ペーストを乗
せ、スキージを用いて当該版の印刷用ペースト通し部分
から印刷用ペーストを押し出して、印刷対象物（発光
層）に印刷層を形成する。この発光層上の印刷層が第２
の電極層となる。
【００１７】なお、第１の電極層としては、例えば市販
されているＩＴＯ膜付きの基板（ガラス板または合成樹
脂フィルム）を利用することができる。
【００１８】このように、高価な真空蒸着装置等の成膜
装置を用いることなく、比較的安価なスクリーン印刷用
の器具（版，印刷用ペースト，スキージ等）だけを用い
て発光層や第２の電極層を形成できる。したがって、低
価格の設備で製造できる有機ＥＬ素子を提供することが
できる。
【００１９】また、請求項２の発明は、基板上に形成さ
れた第１の電極層と、この第１の電極層とは逆極性の第
２の電極層と、当該両電極層間に介装された有機化合物
からなる発光層とを有する有機ＥＬ素子であって、前記
発光層をスクリーン印刷法で薄膜形状に形成するととも
に、前記第２の電極層をスクリーン印刷法によって所定
の発光パターン形状に形成した有機ＥＬ素子である。
【００２０】かかる請求項２の発明では、上記した請求
項１記載の発明の場合と同様に、高価な真空蒸着装置等
の成膜装置を用いることなく、比較的安価なスクリーン
印刷用の器具（版，印刷用ペースト，スキージ等）だけ
を用いて、薄膜形状の発光層や発光パターン形状の第２
の電極層を形成できる。したがって、低価格の設備で製
造できる有機ＥＬ素子を提供することができる。
【００２１】また、請求項３の発明は、基板上に形成さ
れた第１の電極層と、この第１の電極層とは逆極性の第
２の電極層と、当該両電極層間に介装された有機化合物
からなる発光層とを有する有機ＥＬ素子であって、前記
第１の電極層をスクリーン印刷法によって所定の発光パ
ターン形状に形成するとともに、前記発光層および前記
第２の電極層をスクリーン印刷法で薄膜形状に形成した
有機ＥＬ素子である。
【００２２】かかる請求項３の発明の場合、上記した請
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求項１又は２記載の発明の場合と同様に、高価な真空蒸
着装置等の成膜装置を用いることなく、比較的安価なス
クリーン印刷用の器具（版，印刷用ペースト，スキージ
等）だけを用いて、第１および第２の電極層および発光
層の三層総てを形成できる。したがって、一段と低価格
の設備で製造できる有機ＥＬ素子を提供することができ
る。
【００２３】また、請求項４の発明は、基板上に形成さ
れた第１の電極層と、この第１の電極層とは逆極性の第
２の電極層と、当該両電極層間に介装された有機化合物
からなる発光層とを有する有機ＥＬ素子であって、前記
第１の電極層を、スクリーン印刷法で前記基板上に薄膜
を形成した後エッチング処理して所定の発光パターン形
状とし、当該エッチング処理が、前記基板に形成された
薄膜のエッチング予定部分上にスクリーン印刷法によっ
て被剥離層を印刷し、この被剥離層を当該被剥離層と接
着した薄膜部分ごと前記基板から引き剥がすことにより
行われ、当該第１の電極層上に前記発光層がスクリーン
印刷法で薄膜形状に形成されるとともに、当該発光層上
に前記第２の電極層がスクリーン印刷法で薄膜形状に形
成されたことを特徴とする有機ＥＬ素子である。
【００２４】かかる請求項４の発明の場合、第１の電極
層を、スクリーン印刷法で基板上に薄膜を形成した後エ
ッチング処理して所定の発光パターン形状とするととも
に、発光層および第２の電極層をスクリーン印刷法で薄
膜形状に形成するので、発光パターンが複雑形状であっ
ても版の作製が容易になる。したがって、発光パターン
が複雑形状であっても低価格の設備で製造できる有機Ｅ
Ｌ素子を提供することができる。
【００２５】請求項５の発明は、基板上に形成された第
１の電極層と、この第１の電極層とは逆極性の第２の電
極層と、当該両電極層間に介装された有機化合物からな
る発光層とを有する有機ＥＬ素子であって、前記第１の
電極層を、前記基板上に形成された導電性膜をエッチン
グ処理して所定の発光パターン形状とし、当該エッチン
グ処理が、前記基板上の導電性膜のエッチング予定部分
上にスクリーン印刷法によって被剥離層を印刷し、この
被剥離層を当該被剥離層と接着した導電性膜部分ごと前
記基板から引き剥がすことにより行われることを特徴と
する有機ＥＬ素子である。
【００２６】かかる請求項５の発明では、請求項４の発
明の場合と同様に、発光パターンが複雑形状であっても
版の作製が容易になる。したがって、発光パターンが複
雑形状であっても低価格の設備で製造できる有機ＥＬ素
子を提供することができる。
【００２７】また、請求項６の発明は、請求項１から５
までのいずれか１項に記載の有機ＥＬ素子を備えるとと
もに、当該有機ＥＬ素子の基板上にスイッチ部を設け、
このスイッチ部が、当該基板の所定領域上にスクリーン
印刷法によって印刷された薄膜形状の下部電極層と、こ
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の下部電極層とスペーサを介して離隔するように設けら
れた合成樹脂製フィルムと、この合成樹脂製フィルムの
内面にスクリーン印刷法によって下部電極層と対向する
ように印刷された薄膜形状の上部電極層とを備え、下部
電極層と上部電極層とを接離することによって有機ＥＬ
素子への給電を制御するように構成された有機ＥＬ素子
を利用した表示装置である。
【００２８】かかる請求項６の発明の場合、スクリーン
印刷法を用いて下部電極層と上部電極層とを薄膜形状に
形成するので、スペーサの厚みも極薄とできる。したが
って、スイッチ部を有機ＥＬ素子と同様に薄型にでき、
その結果大幅な薄型化を達成できる有機ＥＬを利用した
表示装置を提供できる。
【００２９】また、請求項７の発明は、前記スイッチ部
の下部電極層が、前記有機ＥＬ素子の第１の電極層の一
部を利用して形成された有機ＥＬ素子を利用した表示装
置である。
【００３０】かかる請求項７の発明の場合、スイッチ部
と有機ＥＬ素子との部品の共有化が図られることにな
り、請求項６記載の発明の場合と同様な作用・効果を奏
し得る他、より一層のコスト低減および製作時間の短縮
を図ることができる。
【００３１】請求項８の発明は、請求項１から５までの
いずれか１項に記載の有機ＥＬ素子を備えるとともに、
当該有機ＥＬ素子用の透明または半透明のスイッチ部を
備え、このスイッチ部が、当該有機ＥＬ素子の第２の電
極層上にスクリーン印刷法によって印刷された薄膜形状
の下部電極層と、下部電極層とスペーサを介して離隔す
るように設けられた合成樹脂製フィルムと、この合成樹
脂製フィルムの内面にスクリーン印刷法によって下部電
極層と対向するように印刷された薄膜形状の上部電極層
とを備え、下部電極層と上部電極層とを接離することに
よって有機ＥＬ素子への給電を制御するように構成され
た有機ＥＬ素子を利用した表示装置である。
【００３２】かかる請求項８の発明の場合、スイッチ部
を有機ＥＬ素子と同様に薄型にでき、その結果大幅な薄
型化を達成しつつ当該スイッチ部を有機ＥＬ素子で照ら
し出すことができる有機ＥＬ素子を利用した表示装置を
提供できる。
【００３３】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施形態を図面を
参照して説明する。
（第１の実施の形態）
【００３４】本発明に係る有機ＥＬ素子１０は、基板１
１上に形成された第１の電極層２１と、この第１の電極
層２１とは逆極性の第２の電極層４１と、当該両電極層
（２１，４１）間に介装された有機化合物からなる発光
層３１とを有し、この発光層３１をスクリーン印刷法に
よって所定の発光パターン形状に形成するとともに、第
２の電極層４１をスクリーン印刷法で薄膜形状に形成し
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7
た構成とされている。
【００３５】ここで、有機ＥＬ素子１０では、三層（第
１の電極層２１，発光層３１，第２の電極層４１）のう
ちの一層を所定の発光パターンとすることにより、当該
発光パターンで発光させることができる。この実施形態
では、発光層３１を所定の発光パターン形状としてい
る。
【００３６】具体的には、基板１１は、透明のガラス板
または合成樹脂製のフィルムから形成されている。この
実施形態では、基板１１は、市販された透明導電性膜
（ＩＴＯ膜）付きの透明の合成樹脂製のフィルムから形
成されている。
【００３７】次に、第１の電極層２１は、上記した基板
１１上の透明導電性膜（ＩＴＯ膜）から形成されてい
る。この実施形態では、第１の電極層２１を陽極として
使用するものとされている。
【００３８】上記した第１の電極層２１上には、発光層
３１が形成されている。この実施形態では、発光層３１
の形成はスクリーン印刷法を用いて次のように行われ
る。
【００３９】まず、スクリーン印刷版３を作製する。な
お、印刷版３のスクリーン５は、絹・ナイロン・テトロ
ン・ステンレス等のメッシュを木製または金属製の版枠
に張ることにより形成されている。
【００４０】ここで、スクリーン印刷版３を作製する方
法としては、大別して、①.スクリーンに感光乳剤（sen
sitized emulsion）を塗布し、これにポジを焼き付けて
現像する方法、②.感光性フィルムをスクリーンに貼っ
てからポジを焼き付け、水現像し、感材を残してベース
フィルムを剥がして製版する方法、③.感光性フィルム
にポジを焼き付け、現像してからスクリーンに貼り付
け、ベースフィルムを剥がして製版する方法がある。
【００４１】この実施形態では、上記①の作製方法を採
用している。以下、上記①を利用した発光層３１形成用
のスクリーン印刷版３および第２の電極層４１形成用の
スクリーン印刷版３の作製について述べる。
【００４２】まず、発光層３１形成用のスクリーン印刷
版３を作製するには、まず図２（Ａ）に示すように、発
光パターンＰＴＮ１（図２（Ｃ）参照）に相当する部分
が黒色で塗りつぶされたポジ２ａを作製する。
【００４３】次に、スクリーン５の全面に感光乳剤を塗
る。一般に、感光乳剤は、ジアゾニウム塩又は重クロム
酸塩を、ＰＶＡ・酢ビエマルジョンに溶解混合したもの
である。その他に感光乳剤を併用したタイプもある。感
光乳剤塗布後、スクリーン５にポジ２ａを当て光を照射
する。これにより、光が当たった箇所の感光乳剤は硬化
する。光が当たらなかった箇所は硬化しないままとな
る。
【００４４】光照射後にスクリーン５を洗うと、硬化し
なかった感光乳剤部分のみがスクリーン５から洗い流さ
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れて、印刷用ペースト通し部分が形成される。すなわ
ち、印刷用ペースト通し部分は、スクリーン５のメッシ
ュの目がつぶされずに印刷用ペーストを通すことにな
る。一方、硬化した感光乳剤が付着しているスクリーン
部分（印刷用ペースト不通部分）は、メッシュの目がつ
ぶされて印刷用ペーストは通さないことになる。このよ
うにして、スクリーン印刷版３が作製される。この実施
形態では、印刷用ペーストとしては、例えば高分子蛍光
体を主成分とするペーストが選定されている。
【００４５】次に、上記スクリーン印刷版３を用いて、
第１の電極層２１上に薄膜で所定の発光パターン形状の
発光層３１をスクリーン印刷する。
【００４６】すなわち、図１（Ａ），（Ｂ），（Ｃ）に
示すように、上記したスクリーン印刷版３上に印刷用ペ
ーストＪを乗せ、スキージ７を用いて当該版３の印刷用
ペースト通し部分５ａから印刷用ペーストＪを押し出し
て、第１の電極層２１に印刷層を形成する。この第１の
電極層２１上の印刷層が発光層３１となる。
【００４７】次に、第２の電極層４１は、陰極として使
用するものとされている。この第２の電極層４１の形成
は、スクリーン印刷法を用いて次のように行われる。
【００４８】まず、図２（Ｂ）に示すように、同図
（Ｄ）に示す電極層４１の完成平面形状ＰＴＮ２に対応
するポジ２ｂを作製し、当該ポジ２ｂをスクリーン５上
に現像してスクリーン印刷版３を作製する。
【００４９】次に、この版３を用いて発光層３１上に第
２の電極層４１をスクリーン印刷する。ここで、印刷用
ペーストとしては、例えばアルミニウムを主成分とする
ペーストが選定されている。具体的には、上記した版３
上に印刷用ペーストを乗せ、スキージを用いて当該版の
印刷用ペースト通し部分から印刷用ペーストを押し出し
て、発光層３１を覆う長方形状の印刷層を形成する。こ
の発光層３１上の薄膜の印刷層が第２の電極層４１とな
る。
【００５０】このように、高価な真空蒸着装置等の成膜
装置を用いることなく、比較的安価なスクリーン印刷用
の器具（版，印刷用ペースト，スキージ等）だけを用い
て発光層３１や第２の電極層４１を形成できる。したが
って、低価格の設備で製造できる有機ＥＬ素子１０を提
供することができる。
【００５１】なお、上記した実施形態では、有機ＥＬ素
子１０の三層のうちの発光層３１を所定の発光パターン
形状としたが、発光層３１の代わりに第２の電極層４１
を所定の発光パターン形状としてもよい。すなわち、有
機ＥＬ素子１０の発光層３１をスクリーン印刷法で薄膜
形状に形成するとともに、第２の電極層４１をスクリー
ン印刷法によって所定の発光パターン形状に形成しても
よい。
【００５２】かかる構成とした場合でも、比較的安価な
スクリーン印刷用の器具だけを用いて、薄膜形状の発光
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層３１や発光パターン形状の第２の電極層４１を形成で
きる。したがって、低価格の設備で製造できる有機ＥＬ
素子１０を提供することができる。
【００５３】また、上記実施形態では、第１の電極層２
１を、市販されたＩＴＯ膜付き合成樹脂製フィルムのＩ
ＴＯ膜から形成したが、スクリーン印刷法でＩＴＯを薄
膜形状に印刷してもよい。なお、この場合には、発光層
３１と第２の電極層４１のいずれかが所定の発光パター
ン形状とされる。かかる構成とすれば、有機ＥＬ素子１
０の総てを比較的安価なスクリーン印刷用の器具だけを
用いて形成できる。したがって、一段と低価格の設備で
有機ＥＬ素子１０を製造することができる。
【００５４】また、第１の電極層２１を、スクリーン印
刷法で基板１１上に薄膜を形成した後エッチング処理し
て所定の発光パターン形状としてもよい。なお、第１の
電極層２１を、基板１１上に形成された導電性膜（例え
ば、上記ＩＴＯ膜）をエッチング処理して所定の発光パ
ターン形状としてもよい。
【００５５】ここで、エッチング処理は、図５～図９に
示すように、基板１１に形成された薄膜（あるいはＩＴ
Ｏ膜）のエッチング予定部分上にスクリーン印刷法によ
って被剥離層５０を印刷し、この被剥離層５０を当該被
剥離層５０と接着した薄膜部分（ＩＴＯ膜部分）ごと基
板１１から引き剥がすことにより行われる。かかる構成
とすれば、発光パターンが複雑形状であっても版３の作
製が容易になる。したがって、発光パターンが複雑形状
であっても低価格の設備で有機ＥＬ素子１０を製造でき
る。
【００５６】なお、上記発光パターン形状を種々変える
ことにより発光面が種々異なった有機ＥＬ素子を製造で
きる。例えば、図１４（Ａ），（Ｂ），（Ｃ），（Ｄ）
に示すように、チップ型１０Ｅ，面発光型１０Ｆ，７セ
グメント型１０Ｇ，ドットマトリックス型１０Ｈのもの
を製造できる。
【００５７】（第２の実施の形態）
【００５８】本発明に係る有機ＥＬ素子を利用した表示
装置１０Ａは、図１０に示すように、上記した第１の実
施形態の有機ＥＬ素子１０を備えるとともに、当該有機
ＥＬ素子１０の基板１１上にスイッチ部６０を設け、こ
のスイッチ部６０が、当該基板１０の所定領域上にスク
リーン印刷法によって印刷された薄膜形状の下部電極層
７１と、この下部電極層７１とスペーサ８１を介して離
隔するように設けられた合成樹脂製フィルム９５と、こ
の合成樹脂製フィルム９５の内面にスクリーン印刷法に
よって下部電極層７１と対向するように印刷された薄膜
形状の上部電極層９１とを備え、下部電極層７１と上部
電極層９１とを接離することによって有機ＥＬ素子１０
への給電を制御するように構成されている。
【００５９】具体的には、スイッチ部６０の下部電極層
７１は、カーボンを主成分とする印刷用ペーストを印刷
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対象物（この実施形態では、基板１０上に接着された合
成樹脂フィルム７５）上にスクリーン印刷することによ
り薄膜形状に形成されている。なお、上記した合成樹脂
フィルム７５は、例えば厚さ０．１ｍｍ程のＰＥＴ（ポ
リエチレンテレフタレート）から形成されている。この
フィルム７５上には、下部電極層７１の他に回路パター
ンが形成されている。また、下部電極層７１の厚さは１
０μｍ以下とされている。
【００６０】こうして下部電極層７１が形成されたとこ
ろで、合成樹脂フィルム７５の表面の下部電極層７１を
除いた部分に、スクリーン印刷法を用いてスペーサ８１
を形成する。この際、印刷用ペーストは、絶縁性のもの
を使用する。
【００６１】次に、合成樹脂製の合成樹脂製フィルム９
５に、カーボンを主成分とする印刷用ペーストをスクリ
ーン印刷して薄膜形状の導電層（９１）を形成する。な
お、合成樹脂製フィルム９５には、上記導電層（９１）
の他にスクリーン印刷で回路パターンが形成されてい
る。この導電層付きの合成樹脂製フィルム９５を導電層
（９１）が下部電極層７１と対向するようにスペーサ８
１に接着する。こうして配設された導電層が上部電極層
９１となる。
【００６２】上記したように、本表示装置１０Ａでは、
スクリーン印刷法を用いて下部電極層７１と上部電極層
９１とを薄膜形状に形成するので、スペーサ８１の厚み
も極薄とできる。したがって、スイッチ部６０を有機Ｅ
Ｌ素子１０と同様に薄型にでき、その結果大幅な薄型化
を達成できる。
【００６３】なお、上記実施形態では、スイッチ部６０
の下部電極層７１を基板１０上に形成したが、図１１に
示すように、有機ＥＬ素子１０の第１の電極層２１の一
部を利用して形成してもよい。かかる構成とすることに
より、スイッチ部６０と有機ＥＬ素子１０との部品の共
有化が図られることになり、より一層のコスト低減およ
び製作時間の短縮を図ることができる。
【００６４】また、上記実施形態では、スイッチ部６０
を有機ＥＬ素子１０と並設したが、図１２に示すように
重ね合わせて表示装置１０Ｂを構成してもよい。
【００６５】すなわち、表示装置１０Ｂは、上記した有
機ＥＬ素子１０を備えるとともに、当該有機ＥＬ素子１
０用の透明または半透明のスイッチ部６０Ａを備え、こ
のスイッチ部６０Ａが、当該有機ＥＬ素子１０の第２の
電極層４１上にスクリーン印刷法によって印刷された薄
膜形状の下部電極層７１と、下部電極層７１とスペーサ
８１を介して離隔するように設けられた透明または半透
明の合成樹脂製フィルム９５と、この合成樹脂製フィル
ム９５の内面にスクリーン印刷法によって下部電極層７
１と対向するように印刷された薄膜形状の上部電極層９
１とを備え、下部電極層７１と上部電極層９１とを接離
することによって有機ＥＬ素子１０への給電を制御する
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ように構成されている。なお、下部電極層７１と上部電
極層９１とは、透明または半透明の導電材料から形成さ
れている。
【００６６】なお、図１３に示すように、スイッチ部６
０Ａの上部電極層９１を保護するために、当該上部電極
層９１上に透明樹脂製の化粧シート９７を貼着してもよ
い。また、有機ＥＬ素子１０の第２の電極層４１とスイ
ッチ部６０Ａの下部電極層７１との間に透明樹脂製のフ
ィルム９８を介装してもよい。
【００６７】かかる構成とすることにより、スイッチ部
６０Ａを有機ＥＬ素子１０と同様に薄型にでき、その結
果大幅な薄型化を達成しつつ当該スイッチ部６０Ａを有
機ＥＬ素子１０で照らし出すことができる。
【００６８】
【発明の効果】請求項１の発明によれば、発光層をスク
リーン印刷法によって所定の発光パターン形状に形成す
るとともに、第２の電極層をスクリーン印刷法で薄膜形
状に形成したので、高価な真空蒸着装置等の成膜装置を
用いることなく、比較的安価なスクリーン印刷用の器具
（版，印刷用ペースト，スキージ等）だけを用いて発光
層や第２の電極層を形成できる。したがって、低価格の
設備で製造できる。
【００６９】また、請求項２の発明によれば、発光層を
スクリーン印刷法で薄膜形状に形成するとともに、第２
の電極層をスクリーン印刷法によって所定の発光パター
ン形状に形成したので、請求項１記載の発明の場合と同
様に、低価格の設備で製造できる。
【００７０】また、請求項３の発明によれば、第１の電
極層をスクリーン印刷法によって所定の発光パターン形
状に形成するとともに、発光層および前記第２の電極層
をスクリーン印刷法で薄膜形状に形成したので、上記し
た請求項１又は２記載の発明の場合と同様に、低価格の
設備で製造できる。
【００７１】また、請求項４の発明によれば、第１の電
極層を、スクリーン印刷法で基板上に薄膜を形成した後
エッチング処理して所定の発光パターン形状とし、当該
第１の電極層上に発光層つづいて第２の電極層をスクリ
ーン印刷法で薄膜形状に形成して成るので、発光パター
ンが複雑形状であっても版の作製が容易になる。したが
って、発光パターンが複雑形状であっても低価格の設備
で製造できる。
【００７２】また、請求項５の発明によれば、第１の電
極層を、基板上に形成された導電性膜をエッチング処理
して所定の発光パターン形状とし、当該第１の電極層上
に発光層つづいて第２の電極層をスクリーン印刷法で薄
膜形状に形成して成るので、発光パターンが複雑形状で
あっても低価格の設備で製造できる。
【００７３】また、請求項６の発明によれば、有機ＥＬ
素子を備えるとともに、当該有機ＥＬ素子の基板上にス
イッチ部を設け、このスイッチ部が、当該基板の所定領*
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*域上にスクリーン印刷法によって印刷された薄膜形状の
下部電極層と、この下部電極層とスペーサを介して離隔
するように設けられた合成樹脂製フィルムと、この合成
樹脂製フィルムの内面にスクリーン印刷法によって下部
電極層と対向するように印刷された薄膜形状の上部電極
層とを備えているので、スペーサの厚みも極薄とでき
る。したがって、スイッチ部を有機ＥＬ素子と同様に薄
型にでき、その結果大幅な薄型化を達成できる。
【００７４】また、請求項７の発明によれば、スイッチ
部の下部電極層が、有機ＥＬ素子の第１の電極層と一体
形成されているので、請求項６記載の発明の場合と同様
な効果を奏し得る他、より一層のコスト低減および製作
時間の短縮を図ることができる。
【００７５】請求項８の発明によれば、有機ＥＬ素子を
備えるとともに、当該有機ＥＬ素子用の透明または半透
明のスイッチ部を備え、このスイッチ部が、当該有機Ｅ
Ｌ素子の第２の電極層上にスクリーン印刷法によって印
刷された薄膜形状の下部電極層と、下部電極層とスペー
サを介して離隔するように設けられた合成樹脂製フィル
ムと、この合成樹脂製フィルムの内面にスクリーン印刷
法によって下部電極層と対向するように印刷された薄膜
形状の上部電極層とを備えているので、スイッチ部を有
機ＥＬ素子と同様に薄型にでき、その結果大幅な薄型化
を達成しつつ当該スイッチ部を有機ＥＬ素子で照らし出
すことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態を説明するための図で
ある。
【図２】同じく、ポジを説明するための図である。
【図３】同じく、別の実施態様（１）を説明するための
図である。
【図４】同じく、別の実施態様（２）を説明するための
図である。
【図５】同じく、エッチング処理を説明するための図で
ある。
【図６】同じく、エッチング処理を説明するための図で
ある。
【図７】同じく、エッチング処理を説明するための図で
ある。
【図８】同じく、エッチング処理を説明するための図で
ある。
【図９】同じく、エッチング処理を説明するための図で
ある。
【図１０】本発明の第２の実施形態を説明するための図
である。
【図１１】同じく、変形例を説明するための図である。
【図１２】同じく、有機ＥＬ素子の上にスイッチ部が重
ねられた表示装置を説明するための図である。
【図１３】同じく、変形例を説明するための図である。
【図１４】同じく、適用例を説明するための図である。
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【図１５】有機ＥＬ素子の従来構成を説明するための図
である。
【符号の説明】
１０  有機ＥＬ素子
１０Ａ，１０Ｂ  表示装置
１１  基板
２１  第１の電極層
３１  発光層 *
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*４１  第２の電極層
５０  被剥離層
６０，６０Ａ  スイッチ部
７１  下部電極層
８１  スペーサ
９１  上部電極層
９５  合成樹脂製フィルム

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】 【図５】

【図６】

【図７】

【図１０】
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【図８】 【図９】

【図１１】 【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】
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